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1. まえがき 

現在、その場の気温・水温・潮位・風速・塩

分濃度等の様々な気象条件によって釣果は変

動すると考えられている。各釣り具メーカーの

技術向上によって道具は進化し続けているが、

釣りのプロと呼ばれている人々であっても確

実な裏付けのもと釣果をあげることは難しく、

個人の主観による判断でその日の釣りやすさ

を判断しているのが現状である。 

さまざまな条件において釣果が高精度に予

測が出来れば、例えば釣り船（遊漁船）などで、

その日はどのような魚をターゲットにすれば

顧客に喜んで貰えるかを予測できる。そのよう

に勘と経験では無く、過去のデータに基づいた

釣果予測が出来ればビジネスへの活用が可能

になる。 

本研究では、自然という無数にある条件の中

からAIを用いることで、釣果と関係がある要

素を抽出し釣果予測を行う手法を検討するこ

とを目的としている。 

 

2. 調査概要 

２．１調査場所及び調査対象について 

調査対象地域は千葉県千葉市中央区中央港、

千葉ポートタワー前の港湾とし、対象魚はスズ

キ(Lateolabrax japonicus)スズキ目・スズキ亜

科・スズキ科とした。スズキは魚食性が強く、

主にカタクチイワシ、サッパ、コノシロ、ボラ、

アユ、ハゼなどの小型魚類や、エビやカニ、網

などの甲殻類、イソメ・ゴカイなどの多毛類な

ど様々な動物を摂餌する(1)。 

２．２調査時期について 

東京湾の場合、スズキは春から秋にかけて内

湾や河川内を回遊しながら盛んにこうした動

物を捕食し、冬になるにつれて木更津、金谷へ

徐々に南下する(2)ことが知られる。これは産卵

のための移動と示唆されている。産卵期は概ね

10月から3月(3)であり、最盛期は12月から1月(4)

であるため、産卵前の9月から11月により摂餌

行動を行う(5)とされている。そのため、自然環

境に極力影響を及ぼさず、摂餌対象に類似した

疑似餌による釣獲を行い、2020年9月1日から

11月30日のデータを収集した。 

図1 使用した疑似餌 

 

２．３観測データについて 

 海上保安庁東京湾環境情報センターから千

葉灯標の東京湾水質連続観測を行ったデータ
(6)を釣果が上がった日のデータと照らし合わ

せることで釣果と関係のあるデータの抽出を

検討した。 

 図2は観測データの例であり、縦軸は各観測

データ、横軸は観測日の時間を表している。下

の図では上から、縦軸が気温(℃)、平均風速

(m/s)、水温(上層、中層、下層)を表すデータで

あり、横軸は各データ観測日の時間(h)を表し

ている。また、平均風速は矢印の大きさが風速

の強さを表しており、向きが観測機を中心とし

た方位を表している。 

 

 
図2 観測データの例 
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図 3 千葉灯標観測機の設置風景 

 

3. 実験結果および検討 

観測データから釣果があった日の潮位、潮位

偏差、気温、水温、濁度、平均風速、風向、

DO値、塩分濃度、クロロフィルαの相関係数

は以下の表1に示す。 

 

表1 各観測データと釣果の相関係数 

潮位(m) 0.162 

潮位偏差(m) -0.310 

気温(℃) 0.059 

水温:上層(℃) 0.162 

水温:中層(℃) 0.215 

水温:下層(℃) 0.297 

濁度:上層(NTU) 0.093 

濁度:中層(NTU) 0.395 

濁度:下層(NTU) -0.037 

平均風速(m/s) -0.179 

風向(度) 0.078 

DO値:上層(%) -0.128 

DO値:中層(%) -0.160 

DO値:下層(%) -0.096 

クロロフィルα:上層( µg/L) -0.119 

クロロフィルα:中層( µg/L) 0.030 

クロロフィルα:下層( µg/L) 0.021 

 

この結果から釣果との相関が強い要素が抽

出できなかったので、今後釣果データ及び観測

データを再検討し研究を進めていく必要性が

あると考えた。具体的には以下を実施する。 

・釣果データを著者個人のものではなく、市原

海釣り施設等の大規模な施設に蓄積されたデ

ータを使う。 

・期間を産卵期前のタイミングではなく1年単

位にする。 

 大規模なデータを使い、年単位のデータを収

集することで、釣果と関係性が高い要素を抽出

しやすくなり、その後の分析手法をよりイメー

ジしやすくなると考える。 

 

 
図4 観測機器設置条件 

 

4. あとがき 

 本研究では、釣果に関係のある観測データの

抽出を検討した。今後釣果データ及び観測期間

を再検討することで、釣果を観測データから予

測することが可能になることが期待される。 

今後は大規模な釣果データを収集すると同

時に、観測データの期間を年単位にすることで

より精度の高い釣果予測に関する手法を検討

していく。また、水温と関係があるとされる日

射量などの間接的なデータを要素として観測

データに追加することで新たな角度からのデ

ータ収集を行うことで、精度の高い釣果予測に

関する手法の検討に繋がることが期待される。 
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